
 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.62 号 巻頭言 

「毎日がスタートライン」 

                 四国支部支部長 山本寿美江 

新しい年を迎えました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

松山での第 48回全国年次大会 in四国を経て、季節は秋を過ぎ冬講座の季節になってしまいました。LINE

や Facebookを活用し新しい媒体での情報発信を行いましたが、会報発行の遅延をお詫び申し上げます。 

10 月の年次大会には現地・オンデマンドを含め約 250 名に参加いただきました。開催までの運営委員

や当日のスタッフの人数はお世辞にも多いとは言えず、どの担当も手一杯。現場は本当に右往左往の連続

でした。しかし、大会後に頂いたメールや葉書で「本当に盛会でしたね」のお言葉を頂くと、皆様に私た

ちが伝えたい今回のテーマと、心ばかりのおもてなしが届いたことを心から嬉しく思います。オンライン

参加の会員の皆様からも提案やアドバイス、閉会後には率直な感想を頂きました。運営委員・推進委員と

も情報を共有し今後に活かすべく記録しています。 

この大会準備期間、また理事在任の期間を通じて、私は多くの事を学ばせていただきました。 

会社組織ではない NPO という組織を会費ベースで運営すること、地方という特色と利点、コロナを経て

得た智恵と継続の力。その都度考えさせられ、待ったなし即断の連続でもありました。その中で人と人の

つながりが徐々に鎖のように繋がり、それが輪になって広がる。そんな組織づくりを目指しました。勿論、

これからも継続する支部運営の課題です。 

 少子化は、今や社会環境へもじわじわと影響が出てきています。学校では学級数減少、大学では統配合、

会社では人材不足と AIの導入。様々に迫る切実さは協会の会員数減少もしかりです。「私らしく生きる」

を追求すればするほど、個々に必要性の高いものが残り、結果、物質も時間も精査しつつ生きていかざる

をえません。けれど、そこで私たちがその先の「未来」に遺していけるものは何か、何が必要かを、一人

でも多くの方と探し、形にしていければと考えます。 

今年は協会発足 50 周年、これから半世紀のスタートラインです。少子化の中でも耐えうる組織づくり

へ、私たちも毎日がスタートライン。これからの時代をつくるのは、みなさまです。 
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四国支部 HP

 

1 
2026 年度理事 (四国支部長兼任）改選となります 

四国支部理事 山本寿美江氏の就任期間が２期４年となります。役員選任公告により 2026 年度は

四国支部理事（支部長兼任）改選となり、理事候補の自薦他薦を求めます。役員選任公告は 1 月下

旬発送「JTAAnews 冬季号第 49 巻 4 号」を参照ください。 

立候補を考える会員は、2026 年 2 月中に四国支部までご連絡ください 

会員の皆様には、併せて 2026 年度支部運営委員への立候補（自薦他薦）もお考え下さいませ。 

https://www.ta-shikoku.com/


 

四国支部の動き 

2 

－会議開催－（運営委員会・年次大会推進委員会 いずれも Zoom にて実施） 

●運営委員会     第 2 回：5/12 第 3 回：6/13 第 4 回：8/26 第 5 回：12/16 

           第 6 回：2026 年 1/21  

●年次大会推進委員会 第 2 回：4/7 第 3 回：6/13 第 4 回：8/29  

           第 5 回：10/6 第 6 回：12/26 

 

12/16 第 5 回運営委員会 報告 

運営委員会では、（１）年次大会報告と推進委員会の解散（２）理事会報告（３）役員改正

（４）2026 年度支部集会（５）秋冬講座（６）広報 について報告・話し合いが行われた。 

 

（１）大会終了後、委員各々「大会振り返りシート」作成し、会場、オンライン、オンデマンド

それぞれを振り返った。大会後、四国支部より本部・各支部へ大会写真とお礼状を送付した。 

参加された他支部の方々より「あたたかい大会だった」との声を頂いた。12/26 付けで第 48 回

全国年次大会運営委員会を解散とした。 

（２）●年次大会参加人数 244 名（交流会参加者 85 名） 年次大会収入 2,649,500 円 

そのうち協力金として 339,863 円が四国支部に入金となった。 

●2026 年度年次大会は 50 周年記念事業の一環として 10/10・11 に東京、神田明神ホールにて開

催する（担当は関東支部）。 

●日本交流分析協会本部 HP にも掲載の裁判は控訴審帰結し、被告側（協会）勝訴となった。 

この裁判を通じ、再度コンプライアンスの遵守徹底を呼び掛けるとともに、個々人ですすめたこ

とが結果的に組織としてのルール違反や逸脱になる可能性があることをふまえ、疑問点などは協

会と密に連携し慎重に進めていくことが重要と考える。 

（３）現理事兼支部長の山本寿美江氏が 2 期 4 年の任期満了を迎える。本部への役員候補者の連

絡期限は 3 月であるため、2 月中に理事候補 1 名補欠候補 1 名を選出しなければならない。役員

候補者は 4/1 時点で 75 歳未満であること、四国支部では推薦人として 10 名必要。 

（４）5 月末ごろを想定している。開催場所を四国中央市または香川で開催してはどうか。ハイ

ブリッド開催を予定し場所等を調査中。松山からの会場を移動は、各地域での Zoom 通信機器の

接続操作に支部会員が慣れていくことも目的としたい。 

（５）講座日程通り粛々と開催中。現在、田中事務長の立案・企画に頼る状況である。 

会員よりの企画要望をさらにお願いしたい。 

（６）公式 LINE、Facebook と広報の幅を広げたが、支部会報紙の発行遅延が目立つ。現会報紙

の 1 回あたりの内容をスリム化し年 4 回の発行を目指す。デジタル広報部廣地氏の主導にて、四

国支部のスピーディな情報開示を行っていきたい。 

2026 年 1/21 第 6 回運営委員会の議題は「四国支部理事・運営委員の選出について 等」 
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開催講座報告 

「こころをもっと理解する」 

  ―知ることとその難しさー 
 

日時：2025 年 12 月 21 日（日）10：00～16：00 

講師：精神科医 松木邦裕先生  

 参加者：20 名 (ハイブリッド開催、オンデマンドあり) 

 

松木邦裕先生の講演を通して、精神分析における、治療者の「態度」をいかに大切にされているかをお

聞きしました。相手の気持ちを理解し、ときには質問を重ねながら関係を深めていく姿勢は、カウンセリ

ングにも共通する部分がありますが、精神分析では特に、治療者が受け身的で中立的な立場を保ち、匿名

性を重視する点が印象に残りました。治療者が自分自身の価値観や個人的な情報を前に出しすぎないこ

とで、クライアントはより自由に感情や思いを投影でき、その転移が治療の重要な手がかりになるという

説明は、とてもわかりやすかったです。 

 

また、転移を当初は治療の妨げと考えていたフロイトが、次第にそれを治療に役立つものとして捉え直

していった過程や、その考えをさらに発展させたメラニー・クラインの視点から、精神分析が臨床の積み

重ねの中で深められてきた学問であることが伝わってきました。 

父親転移と母親転移が治療者の性別に関係なく生じることや、二者関係と三者関係が同時に存在し、相互

に影響し合うという考え方は、人の心の関係性の複雑さ人生態度を感じさせられました。 

 特に印象に残ったのは、面談の際にクライアントに余計な情報を与えない様に、かつ匿名性、中立性を

保つ為に「夏は白いシャツ、冬は同じセーターを着用する」という先生のお話です。理論だけでなく、日

常の細やかな工夫の中にも精神分析の姿勢が息づいていることを知り、精神分析とは、治療者がどのよう

に「そこに在るか」を、ストロークを大切にする営みなのだと、改めて実感することができました。 

大変、貴重な講義を頂き有難うございました。 

執筆：交流分析士インストラクター 北村檀（関西支部） 

 

 

 

2025年度 

子育ち支援 

特別講座 
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編集後記： 沢山の学びと、四国の美食美酒、やりきった皆の笑顔が眩しい写真の山。  

編集しながらニヤける、思い出楽しい 62 号でした。ほいたらね！  四国支部デジタル広報部：廣地 

 

 

 

 


